
平成２６年５月 

諫 早 市 

新幹線効果を高めるための 

諫早市のまちづくり 
 

【諫早駅周辺地区】 



■まちづくりのプロセス 
§１．諫早駅周辺整備事業 
 ①快適な都市空間 

  ⇒交通結節機能の向上や地域活性化を目的とした再開発事業を核と 
    して諫早駅周辺整備事業を進めていきます。 

 ❷快適な利便施設 
  ⇒公共交通機関（バス・鉄道）をもっと利用しやすいように駐車場並びに 
       駐輪場を整備します。 
 

§２．新幹線効果を高めるための事業 
  ❸快適な道路 
  ⇒慢性的な渋滞箇所の改善や諫早駅周辺へのアクセス性を高めます。 

 ❹ソフト事業の展開 
    ⇒諫早市と島原半島３市の行政と民間で組織する「九州新幹線西九州 
    ルート県南地域活性化協議会」を中心に様々なソフト事業を検討し、 
    実施していきます。 

 （注） ❷ ～ ❹ ・・・今回新たに追加した項目 1 



①快適な都市空間（諫早駅東側） 
【南東側から北西側を望む】 

西 友 

A 棟 交流広場 B 棟 

C 棟 

駐車場 棟 

自由通路 

【諫早駅東地区第二種市街地再開発事業イメージ】 2 



A  棟 交流広場 B 棟 C 棟 駐車場棟 

【A棟の主な床利用計画】 
 ○島原鉄道への乗換え 
       動線及び駅施設 
 ○商業・業務用（地場産 
       品・飲食） 
 ○事務所用 
 ○自由通路から繋がる 
       動線部 

【C棟の主な床利用計画】 
 ○商業・業務用 
 ○事務所用 
 ◎７階以上に住戸用床 

     【３階建（一部６階建）】                   【９階建】              【１６階建】        【８階建】 

【B棟の主な床利用計画】 
 ○商業・業務用 
 ○事務所用 
 ○バス待合 
 ◎７階以上にホテル用床 

■計画概要

　駅舎・商業・事務所・ﾎﾃﾙ・住宅・駐車場

　RC造・鉄骨造

A棟 地上３階（一部地上６階）

Ｂ棟 地上９階

Ｃ棟 地上１６階

　最高高さ ６７．５m

　建築面積 ５，２２０㎡（建ぺい率７９．８５％）

　許容容積対象床面積 ２６，１４８㎡

　容積対象床面積 ２８，０１８㎡（容積率４２８．６１％）

　延べ床面積 ３７，２６０㎡

　駐車台数 ３３３台（住宅用ＴＰ５０台含む）

　駐輪台数 １２０台（内バイク２０台）

　住戸数 約５０戸

　ﾎﾃﾙ客室数 約５０室

　階数

　用途

　構造

■建築計画

階層 A棟 交流広場 Ｂ棟 Ｃ棟 駐車場棟 計

PH 50 50

16FL 590 590

15FL 590 590

14FL 590 590

13FL 590 590

12FL 590 590

11FL 590 590

10FL 590 590

9FL 380 590 40 1,010

8FL 380 590 1,370 2,340

7FL 380 590 1,370 2,340

6FL 590 600 1,440 1,370 4,000

5FL 590 600 1,440 1,370 4,000

4FL 590 600 1,440 1,370 4,000

3FL 1,390 760 1,500 1,370 5,020

2FL 1,150 760 1,500 1,370 4,780

1FL 1,290 390 500 1,210 2,200 5,590

合計 5,600 390 4,960 14,480 11,830 37,260
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３階部分の動線 



①快適な都市空間（諫早駅西側） 
【南側から北側を望む】 自由通路 

新幹線駅舎 

在来線駅舎 
多目的床 

A 棟 

【自由通路ほか諫早駅西口駅前交通広場イメージ】 4 



■新幹線整備に伴う諫早駅部の配線変更 
 （乗降ホーム位置の変更に伴うひとの流れの切り替え） 

自由通路 

●地下通路を使用 

●自由通路を使用 
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※長崎方から見た駅構内断面イメージ 



【整備イメージ】 

◎交流広場とA棟（交流広場からA棟（自由通路方向）側を望む） 
※交流広場とA棟からのひとの動線をイメージ 
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【整備イメージ】 

◎自由通路（西口側から東口方面を望む） 
 ※左側が駅舎（改札口）、右側には多目的床（幅員W=10m）を配置 
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【先行取得用地の土地利用計画】 

市街地再開発事業区域 

【先行取得用地】 
 

○永昌東町１７４番１  ２５，８６７．４２㎡ 
                  （７，８２４．８坪） 

【再開発事業の施行中】 
●諫早駅周辺整備事業の円滑な推進を図るための土地利用を図る。 
 （現在ある駐車場機能の維持、工事作業ヤードの確保等） 
 

【将来の土地利用計画】 
●駅周辺に必要な施設用地として検討を進める。 
 （パークアンドライド駐車場、市道整備、公共施設用地、民間施設用地等） 
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❷快適な利便施設（駐車場等） 
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市街地再開発事業中の土地利用計画（案） 

初動期（案） 

◎現駐車場機能の維持、工事作業ヤード 



◎将来的な活用案１ （道路整備、平面駐車場イメージ） 
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11 

◎将来的な活用案２ （道路整備、平面駐車場イメージ） 



◎将来的な活用案３ 
  （道路整備、立体駐車場、公共ビル、民間ビル等イメージ） 
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◎将来的な活用案４ 
  （道路整備、立体駐車場、公共ビル、民間ビル等イメージ） 



◎将来的な活用案５ 
  （道路整備、立体駐車場、公共ビル、民間ビル等イメージ） 
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◎将来的な活用案６ 
  （道路整備、立体駐車場、公共ビル、民間ビル等イメージ） 



◆駐車場の整備計画 
 ●九州新幹線「久留米駅」周辺における整備例 
   （同規模の乗降客数を有する新幹線駅の例） 

    新幹線「久留米駅」・・・約４８５万人（Ｈ２３値※新幹線利用者を含む。） 

    現「諫早駅」     ・・・約４７３万人（Ｈ２３値） 

  

   久留米駅周辺駐車場・・・・約１，１００台を確保 
  

●ＪＲ九州から要請を受けている駐車台数 
 

   諫早駅周辺には、８００台以上の駐車場が必要 
 

 

 【諫早駅周辺において確保すべき駐車場】 
 

                               立体駐車場・・・約３００台 

                               平面（立体）駐車場・・・約７００台 

                       大型車用   ・・・約 １０台 

約１，０００台程度の 
駐車場を確保 

（内訳） 
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◆快適な利便施設（駐輪場） 

【廃止】 
◎諫早駅北側駐輪場(120台) 

【廃止】 

◎諫早駅南側駐輪場(120台) 

【廃止】 
◎諫早駅西口駐輪場(230台) 

【存続】 
◎諫早駅西側広場駐輪場(200台) 

【新設】 

◎（仮）諫早駅東側駐輪場(600台) 

種  別 台数（台） 

自転車 ４００ 

原動付自転車 １５０ 

自動二輪 ５０ 

計 ６００ 

【（仮）諫早駅東側駐輪場の整備計画】 

◎現在あるガード下通路を存続させる 
  ことにより、駅東西のアクセス性を維 
   持します。 

【駐輪場の整備イメージ】 

17 



❸快適な道路 

交差点改良 

国道207号 

新幹線（長崎ルート） 

◎諫早駅 

◎宇都交差点 

交差点改良

道路の新設

道路の改良（歩道の設置）

アクセス性を高める路線

凡  　　　　 例

県央振興局 

諫早税務署 

●北諫早中学校 

●福田神社 

至：外環状線 
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交差点改良 

市道永昌東福田線 

●北諫早小学校 

金谷町ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ 北諫早中学校前バス停 

栄田町交差点 

永昌町交差点 

城見町交差点 



【諫早駅東地区再開発ビルの完成イメージ】 

西九州ルート 

駅東交通広場 

再開発ビル 

駐車場 

駐輪場 

【南東方向から整備後の諫早駅周辺をイメージ】 
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国庫補助金等 
約６１億円 

地方債 
約４３億円 

処分金等 
約５９億円 

一般財源等 
約２４億円 

◆全体事業費と財源内訳（概算） 
【全体事業費：約１８７億円】    【財源内訳】 

再開発事業関係 
（駅東西交通広場を含む） 

約１３９億円 

自由通路関係 
約２５億円 

周辺道路・駐車場等 
約２３億円 
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■事業スケジュール 
　　　　　　年度

　　　　事項 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

都市計画決定・再開発事業の認可

仮駅舎の設置

自由通路の整備（設計業務を含む）

在来線の切り替え

Ａ棟の整備（設計業務を含む）

Ｂ棟・Ｃ棟の整備（設計業務を含む）

新幹線ホーム等の整備

駅前広場・周辺整備

新幹線の各種検査・試運転

新幹線の開業

平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

※開業
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❹ソフト事業の展開 
  ～４市の共同事業モデル基本計画～ 

◎基本理念 

４市の魅力の融合による多様な交流と活力を生み出すまちづくり 
～新幹線開業を契機とした新しい地域ブランドの確立とまちづくりの展開～ 

◎展開方針 
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  【問合せ先】 
 

諫早市 政策振興部 新幹線推進室 
電話：0957-22-1500（代表） 


